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１．先行トンネルとの近接施工における掘進管理結果

■概要
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地理院地図(国土地理院)(https://maps.gsi.go.jp)をもとに、東日本高速道路（株）が加工

最近接部（離隔:380mm）延⾧:約400ｍ

後行トンネル（下り線）施工時において、先行トンネルに最も近接する区間の施工に先立ち、
初期掘進時にトライアル計測および解析を実施し、最近接部における線形管理及び掘進管理値を設定した

○特徴
・上下線の最近接部離隔:380mm
・上下線の最近接部延⾧:約400m

○最近接部の施工における取り組み事項
・離隔確保のための適切な線形管理（自動追尾測量及びクリアランス計測装置によりクリアランスの先行予測）
・電磁波探査装置によるトンネル離隔の計測
・トライアル計測及び解析結果を踏まえた掘進管理値の設定

最小離隔
380mm

（先行TN）（後行TN）

１．1 最近接部の概要

釜利谷ＪＣＴ

栄ＩＣ・ＪＣＴ
（仮称）

bs 層 Ns-m層 Ns層 Nm-s層 Nts層
土砂(盛土) 泥質砂岩主体層 砂岩 砂質泥岩主体層 凝灰質砂岩層
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１．2 トライアル計測データを活用した掘進管理方法

3

・最近接部の掘進に先立ち、トライアル計測・解析断面における地盤変状、トンネル変形・応力を計測して挙動を把握することにより、
最近接部における事前予測解析精度を高め、掘進管理方法（切羽圧等の圧力管理、先行トンネル内空変位量管理）に反映し
掘進は完了した

・STA28+37付近の断面1で、上り線（先行トンネル）および下り線（後行トンネル）掘進時の各種データを計測

■計測概要 最近接部断面（断面4）

１．先行トンネルとの近接施工における掘進管理結果

三次元掘削解析モデル（事前・事後解析）

施工

計測

事後解析

事前解析

・断面1における計測データおよび施工時の荷重等を用いて事後解析（3次元掘削解析）を実施し、
最近接部における併設影響事前予測の精度を向上させ、その解析をもとに施工管理値を決定

■解析内容

①トライアル断面の掘削
（上り線・下り線）

③計測結果を再現するような
解析のモデル化および条件を設定

④事後解析で得られた
解析モデルを用いて、
最近接部における
併設影響を事前に予測

⑤・⑨
最近接部の掘削

⑥・⑩
事前予測と
計測値の比較

⑦必要に応じて
解析モデルの修正

⑧必要に応じて
掘進管理値の修正

②トライアル断面における
計測結果の整理・分析

後行トンネル

（上り）1,316m、（下り）1,324ｍ

回転立坑
発進到達立坑

釜利谷ＪＣＴ栄ＩＣ・ＪＣＴ
（仮称）

先行トンネル

トライアル計測・解析断面

最近接部断面

先行後行

レーザー距離計


